
 

【 効  果 】 

 レセプトの分析結果から、医療費を押し上げている疾病は、▽高血圧性疾患、▽その他

の内分泌・栄養及び代謝疾患、▽糖尿病―などで、これらを予防することが医療費適正化

のポイントであることが明らかになった。また、○メタボリックシンドローム該当者の 5

割近くが健康リスクを改善するといった成果があった。 

 

 

 

【 取組内容 】 

 東振協は 44都道府県の約 1,800 の医療（健診）機関と契約を結んでいる。会員となって

いる健保組合を通じて、その組合の加入者（被保険者・被扶養者）は健診・保健指導を受

けることができ、約 100 万人が利用している。健診データをすべて共通のフォーマットで

過去データを含めて管理。健診データをもとに階層化された保健指導対象者をリストアッ

プし、健保組合に義務づけられた特定保健指導を実施する。19 年度は 10,600 人余りの加

入者が保健指導を受けた。 

【 効  果 】 

 健診･保健指導の共同事業化により会員組合の事務の効率化、経費削減に加えて、加入者

の利便性が向上する。 

 

【参考：東振協の設立経緯（HP抜粋）】 

 総合健保にあっては同種同業の多数の中小企業事業所によって構成されていることか

ら、諸事業の実施には多くの困難が伴う。特に、被保険者やその家族に対する疾病予防事

業の実施面で非効率的であるばかりでなく実施が困難な場合も多い。そのため、都内に所

在する総合健保関係者の協力により、保健施設事業の共同化が図られた。 

 

 

 

◆ 歯科保健事業 ◆ 

 

 

【 取組内容 】 

 歯科保健事業は、財団法人ライオン歯科衛生研究所に依頼し 7 年度から実施。1 事業所

から始めて 19年度は 7事業所で実施している。被保険者のうち希望者には事前に歯につい

てのアンケートを実施する。検診は、口腔チェック、ブラッシング指導、歯科医師による

全般指導の順で実施。費用は 1 人当たり 3,900 円かかるが全額健保組合が負担している。

希望者が増加したため 19年度から日数を増やし実施している。 
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